【概要調書（様式第１号）の記載留意事項】

　１　本様式は、障害者施設整備について記載するものであること。
　２　整備事業について、原則として単年度事業とする。
　３　種別欄については、生活介護、放課後等デイサービス等のようにサービス種別を記載すること。

　４　定員欄については、既存施設がある場合には、現在欄、増減欄、合計欄に記載すること。

創設の場合には、現在欄には記載せずに増減欄、合計欄に記載すること。

　　　サービス種別が複数ある場合には、種別欄に記載した順番に記載すること。

　　　　　　　（例）
	種

別
	
	定

員
	現在
	増減
	合計

	
	
	
	人
	人
	人

	
	①生活介護
	
	①  20
	5
	25

	
	②放課後等デイサービス
	
	②  10
	 0
	10

	
	③短期入所（単独型）
	
	③　 0
	5
	5


　５　施設名称欄については、仮称の場合には、(仮称)と付けること。

　　　例：(仮称)○○事業所

　６　所在地欄については、地番まで記載すること。この際、１－１のような表記をしないこと。

　　　例：○○市○○１番地の１

　７　整備年度欄については、原則単年度事業のため、６年度(100％)と記載すること。

　８　整備区分欄については、該当区分に○をすること。

　　　４修繕とは大規模修繕、５民老とは老朽民間社会福祉施設整備のことである。

　９　希望財源欄については、１国庫 に○をすること。

10 建物構造欄については、建造物に使用する素材を記載すること。

（鉄筋コンクリート、鉄骨、木造 等）

　11　工事事務費欄については、補助対象となる本体工事費の２．６％が上限であることに留意すること。

12　具体的事業内容欄

	（記載例）
・生活介護（定員○○名）
　（１）日常生活上の支援を提供
　　　　食事や排泄等が未自立な利用者に対し、介護を通して日常生活能力を高める。
　（２）生産活動、創作的活動の機会の提供
　　　　下請軽作業や手作りお菓子づくりを通して、身体能力、日常生活能力の維持・向上を図る。
・就労移行支援（定員○○名）
　（１）リサイクル事業を中心に地域の企業とも結びつきを強め、一般就労に必要な知識・能力を養い、適性にあった職場への就労・定着を図る。
　（２）給食設備を活用した地域への給食配食サービスを通し、一般就労に必要な知識・能力を養い、適性にあった職場への就労・定着を図る。
・共同生活援助（定員○名）
　（１）○○圏域における入所定員の減に応じて、○人分の地域移行の受け皿として、夜間において入浴や食事の介護等を行う。利用者は、日中は主に近隣の○○において、○○の活動を行う予定である。



13　添付資料について
（１）改築、老朽民間社会福祉施設整備については、老朽度調査表を添付すること。
（２）現在と整備後の障害者施設について、位置図、配置図、平面図、立面図を添付すること。
（３）建設地の、土地登記簿謄本(写)、公図(建設する部分を図示したもの)、写真を添付すること。

（４）土地売買（賃貸借）契約書等、土地取得や借入に関する状況の分かる書類を添付すること。

（５）地元への説明状況の分かるもの（説明会資料等）を添付すること。

（６）建設施設の利用予定者の見込みとその根拠資料を添付すること。（様式第４号と、その根拠資料）

（７）既往借入金、今回新規借入分の借入先別の償還計画表を添付すること。（様式第２号と別添様式）

（８）その他参考となる資料等を添付すること。
今回の施設整備に当たり、法人として独自に検討した施設整備計画書（設計理念、運営方法、対象利用者、作業内容、地域交流、居宅支援等が分かる資料）などがある場合は添付してください。

